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三重県立稲葉特別支援学校　令和４年７月２２日　支援部発行



通信『いなばタイムズ』を学期に１回発行して、児童生徒の支援に繋がる情報を発信していきます。どうぞよろしくお願いします。
●『特別支援教育コーディネーター』は専任３名（小・中・高）で行っています。
   ＜仕事内容＞

　　　○地域支援・・・【特別支援学校のセンター的機能】　

　　　　　　　　①地域の保・幼・小・中・高等学校等への支援サポート

          　　　②公開研修会の開催

　　　○校内支援・・・【関係機関との連携】
　　 　　　　   ①医療：主治医訪問、医療機関の紹介など           

　　　      　　②福祉：福祉課や地域コーディネーターとの連携

　　　　　　　　　　　　福祉サービスや施設の紹介など
　　      　　　③その他：卒業後の進路や養育上の悩みなど
　　　○支援会議
適切な支援を引き継ぐために、個別の教育支援計画を推進し、毎年見直しを行います。関連機関と連携を取りながら、子ども達へのより良い支援を目指します。　小学部と中学部の１年生は、保護者の方にもお越しいただき、夏休みに全員の支援会議を行いますので、ご予定ください。〈裏面をご覧ください〉
         　　　　　　     

●『個別の教育支援計画』の作成にご協力お願いします。

    　　　　　

　　　　　　　　１　「プロフィール」

　　　　　　　　２　「支援計画」
　　　　　　　　３　「個別の指導計画（通知票ｚ）」

　保護者の皆様、「ニーズ（希望）調べ」のご記入・ご協力ありがとうございました。

「個別の教育支援計画」につきまして、「プロフィール」と「支援計画」を作成します。ご確認をよろしくお願いします。
　なお、「支援計画」につきましては、関係機関との話し合いに使用されることがありますので、ご了承ください。
本校の個別の教育支援計画は２つのシートからできています。
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132





�





いなば  タイムズ





各学部コーディネーター


小学部　米田さおり　


中学部　小嶋　まき


高等部　佐々木　優





シート１＜プロフィール＞　児童・生徒に関わる基本的な情報





●名前、性別、生年月日、住所、TEL、入学前の経歴、家族状況、通学手段、服薬状況、障がい状況


●本人・保護者の願い〈現在〉


●「身体・生活面」「学習面〈言語・認知面〉」「社会面」


　「配慮すべきこと〈合理的配慮〉」





シート１





シート２＜支援計画＞　永続した支援の取り組み


　小学部、中学部、高等部1、2年生用　　　　　


●本人・保護者の卒業後の生活についてのねがい　必要と考えられる支援内容


●具体的支援「家庭等での生活」「福祉・地域支援」「健康・医療」「手帳」など


高等部3年生用　　移行支援計画　（1、2年生用に加えて）


●進路先の生活　出身学校の役割








シート２





小１、中１対象支援会議


〈日時〉８月３日（水）、４日（木）、５日（金）


　　　  〈場所〉稲葉特別支援学校


　　　  〈参加者〉保護者、津市健康福祉部障がい福祉課、計画相談事業所、関係機関など


・３日、４日、５日のいずれかで、１人３０分程度となります。


・詳細については、個々にご連絡させていただきます。




















